
なぜキリン研究所が
衛星データ利用に
取り組んだのか？

【NEDO Challenge ファイナリスト_開発技術紹介(テーマ1)】

スペーステロワール ～衛星データによるテロワール可視化技術の開発と
日本ワインの高付加価値化～/キリンホールディングス株式会社 農



成分データ

衛星データ

■FT-IRによる多成分一斉分析
グルコース、フルクトース、エタノール、
リンゴ酸、酒石酸、総ポリフェノール、等

キリン保有
GCMSアロマデザイナー

GRUS-1
アクセルスペース社様提供

類似の課題を持つ
他県自治体と
連携・展開
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